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一

な
畿
策
の
機
曲

後
拾
遺
雛
歌
藁

。
満
朦
元
輔

「末
の
松
山
」
は
八
幡
地
区
に
あ
る
宝
国
寺

裏
の
丘
に
あ
り
、
今
も
松
の
本
が
天
高
く
そ

び
え
昔
日
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
こ

の
歌
は
百
人

一
首
に
も
入
っ
て
い
る
有
名
な

和
歌
で
、
俳
聖

・
松
尾
芭
蕉
も

「お
く
の
ほ

そ
道
」
紀
行
の
中
で
訪
れ
て
い
ま
す
。

驀
場
の
弊

（沖
の
種
）

千
載
雛
歌
襲
　
一
一猥
醗
讚
岐

こ
の
歌
も
百
人

一
首
に
入

っ
て
い
る
有
名

な
和
歌
で
、
「沖
の
井

（沖
の
石
と

は

「末
の

松
山
」
近
く
に
あ
る
奇
石
が
連
な
る
池
の
こ

と
。
大
き
な
石
が
、
今
日
も
不
思
議
を
と
ど

め
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
お
も
お
く
の
機

曲
家
轟
　
繭
行
法
鰤

野
田
の
玉
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
架
け
ら
れ
た

「お
も
わ
く
の
橋
」
に
は
、
前
九
年
の
合
戦
で

知
ら
れ
る
安
倍
貞
任
と
恋
人
の
「お
も
わ
く
」

と
の
恋
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

驀
大
伴
財
持
と
多
賀
城

万
菫
藁
　
大
伴
家
持

延
暦
元
年

（七
八
二
）、
歌
人
と
し
て
も
知

ら
れ
た
大
伴
家
持
は
陸
奥
按
察
使
兼
鎮
守
将

軍
と
し
て
多
賀
城
に
赴
任
し
ま
す
。
戦
乱
で

荒
廃
し
た
陸
奥
国
の
復
興
に
努
め
、
延
暦
四

年

（七
八
五
）、
こ
の
地
で
没
し
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
は
越
中
守
で
あ

つ
た
こ
ろ

「大
伴
の

先
祖

の
墓
は
後

の
人
々
に
分
か
る
よ
う
に

は

っ
き
り
と
し
る
せ
」
と
詠
ん

‐だ
歌

で
あ
■
一

繹
嫌
繰
綺
朔一町電萎

丑

童

爾
十
一．二
里

二
百
七
十
四
里

〉
≧
三
千
里



碑之一。

1 碑上亥1有 一百四十一字フ記載京都興諸國

轟ふ |`

著奇特様貌。          ‐■|■

◆思惑橋

横跨於野田玉川之上的「思惑橋」流停著

因「前九年合戦」而廣為人知的安倍貞任

興情人「思惑」之間的愛情故事。

◆大伴家持興多賀城

延暦元年 (七八二),兼具著名歌人身分的

大伴家持遠赴多賀城就任陸奥按察使兼鎮

守路軍。他致力於復興因戦両し而荒康的陸

奥國,於延暦四年 (七八五)歿於営地。

這首歌是他側糖任越中守時所作,意思是
「要清楚標示大伴祖先之墓,好譲後世人イ「]

能狗誹別」。為了記念家持,多賀城市文化

中心内亦有建立歌碑。

|||■
‐
城赴

‐
任的人イ「]絡営地周邊優美的自然風  到多賀城之間的距離,以及多賀城倉J建、

景作成詩歌詠唱,使得都城人士無不心  修造等歴史。  ´

生響往,多賀城也因此廣為人知。    ◆野田玉川

経由此一時代的和歌詠唱而使知名度横  分布於全國各地的「六玉川」之一,約一

及全國的名勝就稲作 「歌枕」。多賀城  千年前,海水潮汐會一宣退到這一帯,被
響為是最佳賞月景粘。

周邊便以座落著許多歌枕而聞名。

◆末之松山
「末之松山」位於八幡地匠費國寺後方的山

丘,宣省雲雷的松樹偶奮保留著昔日風情。

這首歌也有収入『百人一首』中,是♯常

著名的和歌,flF聖 松尾芭蕉在「奥之細道」

紀行中也曽造訪営地。

Q野田の玉り||

野田玉川

歌枕として詠まれた、塩竃市との境を流れる小川

で|す61水 :緑景観モデル事業」として改修整備が

行われ、市民いこいの場となっています。

流経雲案市邊界的小河,被作為歌枕詠唱著。「水ヽ
緑景観1模範事業l計劃中曽進行改造整頓,如今
則成為市民体‐憩的場‐所:     ・ ‐  ‐

Q沖の丼 (,中 の石)

沖之井 (沖之石 )

「末の松山」近くにある奇石が連なる池。和歌に詠

まれて名所となり、江戸時代には保護するために

守人も置かれていました。

位於「末之松山」附近,是虚奇石並立的水池。

経和歌詠唱而成為名勝,江戸時代為了保護此虚 ,

還特別設置了看守。

②末の松山
末之松山

「末の松山」は、恋愛をテーマにさまざまな歌に多

く詠み込まれた歌枕。20以上もの有名な和歌が伝

えられています。           ‐| ■

「末率松山I是出現奪多芦然懲愛為主零率不1撃宇
的歌枕。有20首以上著名和歌流博至今ま|‐ ‐ |‐‐

⑪おもわくの橋
思惑橋

歌枕 碑予田の玉川」に架かる橋で、前九年の役で有

名な安倍貞任が恋人と待ち合わせたという伝説か

ら「安倍の待橋」とも呼ばれます。

横跨於歌枕「野田玉川」之上的橋探。因為流博

著以「前九年之役」而成名的安倍貞任典情人約

會的偉諭,因而又構為「安倍待橋」。



多
賀
城
　
一ふ
を
去
る
う
」と
一千
五
百
二

蝦
夫
国
の
界
を
去
る
「
」と
一百
二
十
二

常
陸
国
の
界
を
去
る
う
」と
四
百
十
二
里

下
野
国
の
界
を
去
る
「
」と
二
百
七
十
四
ュ

珠
掲
国
の
界
を
去
る
一
」と
二
十
二

此
城
は
、

従
四
社
上

勲
四
等
大
野
朝
臣
東
人
の
置
く
所
也
。
天
平
宝
字
六
年
、

歳
は
壬
寅
に
次
る

参
議
東
海
東
山
節
度
使
従
四
社
上
　
仁
部

爆
孵
剰
枠
特
得
鏡
熟
胤
軍
慮
凡
嵩
光
牝
覧
批
観
ヽ
佛
尊
す
る
も
。

天
平
宝
字
六
年
十
二
月
一日

紳
亀
元
年
、
歳
は
甲
子
に
次
る

按
察
使
兼
鎮
キ
将
軍

◎多賀城碑 (壼碑)

多賀城碑 (壺碑 )

高さ248セ ンチ、最大幅103センチのこの石

碑は西暦762年 に建立され、覆屋の中に西

を正面にして立っています。京などから多賀

城までの距離及び大野東人 (おおののあずま

ひと)が多賀城を創建し、藤原朝獨 (ふじわ

らのあさか0ノ)が修造したことなどが141文 字

で刻まれています。日本三古碑のひとつ。

(国重要文化財)

此塊石碑高 248公分、最寛虚為 103公分 ,

設立於西元 762年 ,面西座落於可遮蔽風

雨的覆屋中。上面刻有 141字 ,記述従京

城等地到多賀城的距離,以及大野東人創

建多賀城、藤原朝狩修造等事蹟。日本三

大古碑之―。

(国 家重要文化財 )

※開於以上的訓讀文/「 京」指奈良的平城京 ,蝦夷國指宮城縣北以北的匡域 ,常 陸、下野各指現今的茨城縣興栃木縣 ,

株輻國指中國東北部。奈良時代的 1里約為 535公尺。

「多
賀
城
」
の
名
が
初
め
て
文
献
に
現
れ
る

の
は
、
『続
日
本
紀
』
の
宝
亀
十

一
年

（七
八

〇
Ｙ
二
月
二
十
二
日
条
の
こ
と
で
す
。
多
賀

城
の
創
建
は
奈
良
時
代
前
半
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
や
多
賀
城

碑
の
研
究
か
ら
、
現
在
で
は
神
亀
元
年

（七

二
四
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
賀
城
に
は
陸

奥
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
蝦
夷
征
討
政
策
に

あ
た
っ
た
鎮
守
府
も
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
は
宝
亀
十

一
年
の
伊
治
公
皆
麻
呂

の
反
乱
で
焼
失
し
ま
す
が
、
ま
も
な
く
再
建

さ
れ
ま
す
。
延
暦
二
十

一
年

（八
〇
二
）、
鎮

守
府
が
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ

っ
て
胆
沢
城

俳
聖

・
松
尾
芭
蕉
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄

二
年

（
一
六
八
九
Ｙ
二
月
、
四
十
六
歳
に
し
て
、

歌
枕
の
地
を
訪
ね
る

「お
く
の
ほ
そ
道
」
へ
旅

立
ち
ま
し
た
。

芭
蕉
と
随
行
の
曽
良
が
多
賀
城
に
入

っ
た

の
は
五
月
八
日

（陽
暦
六
月
二
十
四
日
）
の
こ

と
。
多
賀
城
に
着
い
た
芭
蕉
と
曽
良
は
、
古

く
か
ら
歌
枕
に
詠
み
込
ま
れ
た

「壺
碑
」
を
見

つ
け
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
近
づ

い
て

「
つ
ぼ
の

石
ぶ
み
は
、
高
サ
六
尺
余
、
横

三
尺
斗
力
。
苔
を
穿
て
文
字
幽

也
。
…
」
と
、
「お
く
の
ほ
そ
道
」

に
書
き

つ
け
て
い
ま
す
。
漂
泊

の
詩
人
と
も
い
わ
れ
た
芭
蕉
は
、

みちのくを旅する
松尾芭蕉
(絵は俳人の書画美術「蕪村」から)

踏上陸奥之旅
松尾芭蕉
(国豊取自俳人書豊美術「蕪村」)

Ⅲ≫

あ
ら
た
ま
り
、
石
は
埋
て
土
に
か
ぐ
れ
―
‐
１
本

は
老
て
若
木
に
か
は
れ
ば
、
時
移
り
代
変
じ

て
、
其
跡
た
し
か
な
ら
ぬ
事
の
み
を
、
髪
に

至
り
て
疑
な
き
千
歳
の
記
念
、
今
眼
前
に
古

人
の
心
を
閲
す
。
行
脚
の

一
徳
、
存
命
の
悦

び
、
戦
旅
の
労
を
わ
す
れ
て
涸
も
落
る
ば
か

り
也
。」
と
い
う

一
文
か
ら
想
像
で
き
る
の
で

す
。芭

蕉
と
曽
良
は

軍
霊
碑
」
か
ら
塩
竃
に
向
か

い
、
食
事
を
と

っ
た
後
、
再
び
多
賀
城
に
戻

り
、
「野
田
の
玉
川
」、
「浮
島
」、
「お
も
わ
ぐ

の
橋
」
、
「末

の
松
山
〓

沖

の
井

（沖

の
石
と

と
歌
枕
の
地
を
め
ぐ

っ
て
い
ま
す
。
　
一．　

・一
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ぼ直?瞥垣T暮愛甘
れたことが発掘調査でわかっています。(特別史跡)

饉』鉛曇』素窒婦1聰:5霜蛉晶慟蔵T警
創建以後曽改建過 3次。(特別史蹟 )●

1

0多賀城廃寺跡  ‐――・ ‐■|=  |
多賀城廣寺遺址           ●:    ■
政庁跡の南東 l kmにあり、奈良時代のはじめ::三多費城の附属寺院

として建立されたもので、伽藍配置は大宰府の付属寺院・観世音寺

(福岡県)に似ています。現在は史跡公園となつています。(特別史跡)

位於政朦遺址東南 1公里虚,建造於奈良時代初期,為多賀城附

層寺院,伽藍配置類似大宰府的附属寺院観世音寺 (福 岡縣 )。

現在成為史蹟公園。(特別史蹟 )

『北方要衝』主政者造訪的城市。

多賀城政庁復元図
多賀城政廃復原固

「多賀城」之名首度出現於文献営中是

在 『績 日本紀』的費皇十一年 (七 八

〇)三月二十二日條。多賀城的倉J建原

本被認為是在奈良時代前期,但根核掩

掘調査的結果興多賀城碑的研究,日 前

普備認為應是建於神轟元年 (七二四 )。

己知多賀城曽設置陸奥國的國府,也曽

因應征伐蝦夷政策而設置鎮守府。

多賀城在賞轟十一年因伊治公麻呂的叛

商L而焼毀,但不久便獲得重建。延暦二

十一年 (八〇二),坂上田村麻 呂絡鎮

守府移往謄澤城 (岩手縣奥州市)後 ,

多賀城側扮演國府的角色。過了平安時

代中期 ,「 多賀城」的名稲就未再出現

於正史営中,之後則是以「多賀國府」

的名稲出現。

『吾妻鏡』営中記載,文治五年 (一一

八九)源頼朝攻滅奥州藤原氏之後也曽

末到多賀國府,下達戦後虎畳的命令。

到了南北朝時代,以北畠穎家的奥州小

幕府而留名,但其後逐漸荒康,埋没於

歴史的洪流営中。

『奥と鰯道』紀行中,芭蕉眼裡断見的多賀城。

1 人之稲的芭蕉或許是懐想起多賀城榮華 念碑,宛如接燭到古人心重。這全是行

船「之所得、生存之喜悦,譲我忘御旅途

疲億、感動落涙。」



彗
黒

陸奥韓社童
陸‐奥鑢社奮

聰 国府多賀城駅
國府多賀城靖

平成13年秋、多賀城市の歴史観光の玄関口として

」R東北本線・東北歴史博物館北側に完成し、駅名

は市民から親しまれるようにと公募し決定された

ものです。多賀城政庁跡や多賀城碑、あやめ園に

もほど近く、多賀城観光がさらに便利になりまし

||た。

1謹重琶幌易節撃ィ轟 風毅3甦
是経由公投決定。距離多賀城政廉遺址典多賀城

碑、菖蒲‐園都不遠,譲多賀城観光更加便利。

．　　̈
　にから、　　一一一

こ
の
地
が
、
か
つ
て
東
北
最
大
の
ま
ち
で
あ
り
「

奈
良

・
京
都
の
都
か
ら
、
は
る
か
遠
く
に
あ
る

あ
こ
が
れ
の
地
と
し
て

象
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

賀
城
の
ま
ち
を
歩
け
ば
、

者
手
一ｔ

，」に

い
に
し
え
の
人
々
の
さ
さ
や
き
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

回鰊蜻

√

Ｌ

り

〓鱚鞣躙蝙
恣
鍛
拝
舞
ｌ
ｈ
》

日

凡例 国例

神社 神社

寺院 寺院

銀行 銀行

郵便局 郵局

学校 學校

コンビニエンスストア 便利商店

ガソリンスタンドカロ油姑

駐車場 停車場

トイレ 洗手間

ま
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軋涸鰺‐骰舅貪烙隧‐蒻 鮨

辟釉卜絨贄輌
多賀城周辺は、東北の歴史とかかわりのある史跡

文化財が多く、奥州一宮と―呼ばれる盟竃神社、伊

達政宗公ゆかりの仙台青葉城跡、松島の五大堂や

瑞巌寺などは全国にも有名です。また、国際的な

海浜保養地・ 七ヶ浜や、梨の産地・利府では新し

い観光や味覚を楽しむことができます。   ‐

多量は繋爾に心甕鼈閻灌

多賀城周邊‐有許多和東北歴史有開的史環

文化財,讐如被稲作「奥州一宮」的璽竃

神社く1典伊達政宗有著深厚淵源的仙台青

葉城遺址、松島五大堂以及瑞巌寺等,都

是全國知名的景貼。男外也有國際級的海

濱療養地七濱以及梨子盛産地利府等 ,‐ 可

以享受全新観光饉験興美食:   ‐

堕‐竃神社 (塩竃市)

堕竃神社(堕寵市)

青葉城址 (仙台市)

青葉城遺址(仙台市)

五大堂 (松島町)

五大堂(松島町)

国際村 (七ケ浜町)

國際村(七濱町)

梨園‐軒U府町)

梨園(利府町)

やカロ瀬沼
加瀬沼

多賀城跡の北にある周囲約4 kmの 沼で、江戸時代

に水田用水池として造られました。今日では公園

も整備され、釣りやピクニックに、四季を通じて

親しまれています。農林水産省の「ため池百選」の

一つに選ばれています。

位於多賀城遺址北方、周長約 4km的 沼澤,是江

戸時代建造的水田用水池。今日則整頓為公園 ,

可在此釣魚、野餐 ,四 季者5吸 引許多遊客造訪。

獲選農林水産省的「蓄水池百選」之―。

〃 ■1

聰陸奥総社富
陸奥徳社宮

国司みずから祭り事を行つた神社で、堕竃神社に

詣でる前に参詣しないと神の加護がないと伝えら

れています。陸奥国内の延喜式内社100社の神を‐

百

蜀胃

遥董:羮鶉

木眩

多賀城碑(壷1之碑う

1鰊1多賀城跡あやめ園
多1賀 1城遺址菖蒲園   |
多賀城跡の一角にあり、あやめ'花|

菖蒲など250種、200万本が咲き乱

れ、市民や観光客の目を楽しませま

す。シーズンには、「多賀城跡あや

めまつり」が開催されます。

:言言illlざl藝菫奪:嘗l嘗:]
蒲祭」.          |||||||||‐ ‐‐■
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◎Aコース【所要時間2時間30分】

◎言重宝場1∫彗:藝浣
城碑鍵曇蓄鍵魃 茫暦 覇歴

=博
物雷⇒』仙石督多賀裏象

ぎ翼源暦ご踏 難膏磐腎lt纏薫理こ席雪竃:歴奮竃翼墨異多ξ績襲
多賀城史遊館⇒多賀城琴寺跡

◎Cコ ース 【所要時間2時間】

塚蓼喜塀ごず彗暫鷺九ゑ荼舞F通鼻島訂ユ瑾贔翼薫薬翼1    ま多賀城史遊館

騨網ミヽ■■#■ミ 多賀城駅 隷黎薄騨難導灘総熱繊総職封松島海岸駅

淋輩■ヽ■■■■、国府多賀城駅             松 島 駅
多賀城跡、東北歴史博物館をご見学のお客様は国府多賀城駅が最寄り駅です)

車でのアクセス … … … … … … … … … …… … … …… … … … … … … … … … ………
■東Jヒ自動車道 仙台南iCヽ職騨絲麟鞠難華仙台若林」C丁

=灘
嘩檬轟藝難ミ仙台港1ヒlC轟難藝輔鎌多賀城まで約40分

■一般道  仙  台縦ミ騨拇螺鞭勲幡■ミミミヽ苦竹ICミ#ミ淋檬鞭懇攀総繊撻靭騨多賀城まで約30分

ダ鷲

東北本線

タクシー会社

藉多賀城交通 (株)

颯(有)臨海タクシー

鯰(有)振興タクシー

鮨(株)塩釜東光タクシー

丁e1022(362)0165

下e1022(364)3575

丁e1022(364)3355

丁e1022(362)6760

JR線でのアクセス

■ f山石線  仙台駅 ゛

E東北本線 仙台駅 #

至 盛 岡
往盛岡

多賀城跡 (政庁跡)

多賀城遺址 (政鷹遺址 )

至 ― 関
往一開

ξ
′

至 石 巻
往石巻

労
:

一般貸切バス

い(株)仙塩交通

多賀城市町前2丁目2-5  丁e1022(366)5666

宿泊施設      … … …

鎌ホテルキャッスルプラザ多賀城

多賀城市桜木 1丁 目 1…60  丁e1022(367)1111

郵サンホテル多賀城

多賀城市八幡4丁目7…52  下e1022(362)3131

螂小野屋ホテル

多賀城市大代 ]丁 目9-2

「
新富旅館

多賀城市桜木 1丁目 1-28

⑮ビジネスホテル HANAKI

多賀城市八幡4丁目8…33

憔)ホ テルルートイン仙台多賀城

多賀城市町前 ]丁 目 1… 15

「

プレミアイン仙台多賀城

多賀城市町前 1丁目 1-8

●スマイルホテル塩釜

塩竃市新富町 18-31

3・

::』
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=

ボラ ンテ ィアガィ ド

■予約案内時間
年末年始の体業日を除く午前8時 半から午後
5時まで。

■‐ガイド料

ガイド料は無料です。ただし、ガイド随行に
必要な有料施設、の入場料などの実費は、利
用者の方に負担していただきます。

■予約申込方法 ‐     ‐

ガイドを希望する日の10日前までに電話.ま た
はフアクスで史都多賀城観光案内所 (JR仙石
線多賀城駅内)までお申し込みくださいよ後日、
こちらから内容などを含め詳細をお知らせい
たします。ただし、10日前以降でもガィドの
手配がつく場合はこの限りではありませんの
で、お気軽にお問い合わせください。|

観光遊覧船
観光遊覧船

レ ン タ サ イ ク ル ー■ |‐  ‐
 |‐  ‐

|

■料金    ‐
・  ■  | |

1時間につき100円。ただし黛.し 出し前に保証料lo00内 を
お預かりします(自 転専こ返却の味にお遠しし|す )。

|

■貸出場所と利用時間  ‐■ |  || | ■
◎史都多賀城観光案内所

.(IR仙
岩繰多豊義訣内,■ ‐

‐
 | |

10:OO～ 17:00   ‐   ■ |  |‐     ■
◎史都多草城観半案‐内所|てoR末ゴヒ本繰国

"多

彙城調1側 )

10:00～ 15100  ‐     |    |        ‐

■
１
主
要
嚢
塾
顧
ｌ

，
　

　

東

北

新

幹

線

卜

ｃ瘍
荼
飩

泉

菫

■
髪

一一一一
■

丁e1022(362)6381

丁e1022(364)8921

丁e1022(364)8830

丁e1022(361)8501

丁e1022(367)6001

丁e1022(363)フ ア11

下馬
‐下馬 |

仙台
1仙 台

七ケ浜

:… ●国内線 国内線

」フェリー
ζ渡船

至名古屋 往名古屋

驀 註卜 芍 肘
｀
仄 美奮‰魃平亀※電為

醍

グアム、ソウル、北京、上海、大連、長春、香港、台北
関島、首爾、北京、上海、大連、長春、香港、台北

ボランティアガイドの案内により、多賀城跡や多賀城碑など―の日本有数の歴史的文化遺産をより身近に感じてこ薫ぃただ―く
ことができます。また、自転車で名所・旧跡を巡りたい方のためにレンタサィクルを用意しております6-‐ |■    |

彫
峯

至
山

形

往
山
形

多賀城市・多賀城市観光協会
〒985-8531宮城県多賀城市中央2-1-1丁 EL.022(368)1141(代 )FAX.022(368)9069

多賀品覇曳協雲8京
=会
ズ三ζll:チチww激出肝1出望ilB鷺

滋翼]嶋:dVtagaiQ而
輝山p

史都多賀城観光案内所
【」R仙石線 多賀城駅内】

〒985-0873宮城県多賀城市中央2-7-1丁 EL.022(364)5901 FAX.022(364)9905開 所時間/10:00～ 17:00
※但し12:00～ 13:00と 年末年始の体業日は閉所

【」R東北本線 国府多賀城駅北側】
〒985-0861宮城県多賀城市浮島1-9-22開所時間/10:00～ 15:00

※但し12:00～ 13:00と 年末年始の休業日は閉所

利府
利府
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